
 島根県立益田高等学校

１　スクールミッション 4　学校経営方針
　

　（２）　すべての生徒・教職員が「大切にされている」集団をつくる。
　（３）　全職員による組織的で効率的な学校経営を推進する。

２　学校教育目標 　　※　「粘り強く、自分の頭で考えること」
　　※　「一人で解決できないときは、周囲に助けを求めること」

【合い言葉】　「　伸びる　伸ばす　」
3　重点目標
（1）確かな学力を持ち、探究心・想像力が豊かで学んだことを表現できる生徒を育てる。（学力保障） 【益高生に身につけさせたい８つの資質・能力】
（2）行動力を持ち、自己実現に向けて自立した生徒を育てる。（進路保障） ①自主性、主体性　②思考力、創造力　③課題発見・解決力　④社会性、協働性　⑤粘り強さ、逞しさ　⑥表現力、発信力　⑦マネジメント力　⑧自己肯定力
（３）豊かな人間性を持ち、社会をたくましく生き抜く力を持つ生徒を育てる。（資質保障）

学力保障 ・授業改善を意識し、指導力向上の施策を行い、教科指導の充実を図る
・「生徒に疑問を持たせる授業～いかに教師が発問するか～」というテーマを設定し、相互の授業
見学（授業興隆週間）を行った。外部からの見学者も多く、様々な意見をいただいた。

3.2

・生活時間調査を実施し、生活習慣・学習習慣の確立とマネジメント能力の向上を図る
・「未来つくる手帳」に学習時間、生活時間を記入する形で、生活時間調査を年間５回実施した。
キセキがなくなり、年間を通じた生活時間の把握が難しかった。

2.8

・図書館の学習センターの機能を整え、学ぶ場としての利用を推進する
・SSHや進路と連携して受験や学習に役立つ資料を集めた「受験・学習応援コーナー」の設置、
新聞データベースの導入など生徒が最新の情報を入手できる環境を整えた。

3.3

・探究的な学びの基盤となる論理的思考力、プレゼンスキル、データ活用力を身につけさせる 3.1

・課題探究、課題研究などを通して他者と協働する力を身につけさせる 3.2

・ＳＳＨの取り組みを通して、科学への興味関心、地域貢献への意識を高めさせる 3.3

進路保障 ・学年部と教科担当との連携を図り、授業第一の姿勢と家庭学習の定着を図る
・生活時間調査を軸に生徒の学習に取り組む状況の把握に努め、各担任や教科担当による面談
を実施した。教育相談・特別支援コーディネーターとも連携しきめ細かな指導を行った。

3.2

・生徒面談を密に行い、具体的な進路目標の設定を支援する
・担任との個別面談の回数を多く設定するとともに、学年ごとに行われる進路検討会で協議した
内容を伝えながら個々に応じた支援を行った。

3.2

・ホームルーム活動における進路学習を充実させる
・各学年において進路学習のホームルームを企画した。１年生については文理選択や志望分野決
定に向けて意識を考させることができた。企画が同時期に重なることもあり精査が必要。

2.7

・進路実現に必要な情報提供を行い、進路目標実現に向けた意欲を喚起させる
・新課程入試１年目ということもあり、状況提供をしっかりと行った。次年度に向けて、こちらからの
情報提供だけでなく、生徒自ら必要な情報を取りに行く力の育成も考える。

3.0

・進路希望調査や進路検討会を踏まえて適切な進路情報の提供を行う
・大量に届く進路情報は適切に整理、取捨選択して生徒の進路希望に合わせて情報提供した。ま
た、進路検討会の内容は担任との個別面談の資料に役立てることができた。

3.1

・模試を効果的に実施し、模試結果の学力分析を情報提供する
・模試の結果分析を緻密に行い、各教科に情報提供を行い指導改善の資料とした。新課程入試
が進んでいくので確かな学力の育成に勤めなくてはならない。

3.0

・多くの本との出会いを提供し、将来の在り方や生き方を考えさせる
・今年度よりクラスルームを使って定期的な情報発信を行った。図書新聞についても生徒が興味
を持ちやすいように全面的に見直しを行った。

3.4
・次年度は情報提供の方法について、図書館に足を延ばすような工夫をする
など、一定の見直しが必要である。

資質保障 ・基本的生活習慣を確立し、規則遵守の大切さを理解し行動できる資質の育成を図る
・基本的生活習慣の確立へ向けた指導を行ったが、服装を正すことの大切さを理解し、行動でき
る資質を身に付けさせる指導が不十分だった。

2.6

・支援が必要な生徒に対して、担任、関係教員、関係機関と連携して支援に努める
・学校生活に課題を抱える生徒に対し、特別支援Ｃｏ、ＳＣ、みらいデザインルームの役割分担が明
確になってきたことで、スムーズな支援になってきた。

3.6

・ホームルーム活動を通して望ましい人間関係を構築できる力を育てる
・「未来つくるプロジェクト」の取り組みの中で、外部講師の協力も得ながら、より良い人間関係づ
くりに関する学びを生徒に提供した。

3.0
・今年度の未来つくるプロジェクトの取り組みを検証し、次年度に向けてより
良い人間関係づくりができる体制を整えたい。

・集団での自分の役割と責任を自覚し、互いの個性を尊重しながら行動できる力を養う
・安全安心アンケートを実施し、いじめの早期発見に努めた。いじめ事案に対しても組織的に対応
している。

3.3

・生徒会の活性化をはかり、生徒の主体的、自主的な活動につなげる
・生徒会執行部を中心とした学園祭企画運営は生徒の主体的な姿勢が多く見られた。PTAとも
連携してクリスマスイルミネーションの飾り付け、および点灯式を行った。

3.1

・生徒が主体的に取り組める学校行事の企画・運営に努める
・各行事で生徒会を中心として、独自の企画を出すなど生徒の活躍を見ることができた。一方、並
行して授業時間の確保の観点で行事の精選、見直しを検討した。

3.0
・生徒会活動の企画・運営を通じて学校全体を盛り上げる役割を果たすと共
に各学年、各クラスでのリーダー的存在となるように支援する。

・部活動の充実を図り、計画的に取り組む力と自己管理能力を育成する
アンケートでは１，２年生の約２４％が「部活動に入っていない」と回答している。「身につけさせた
い資質・能力」の育成のためにも文武両道を実践できる環境作りに貢献したい。

2.7 ・新入生に対する部活動勧誘、部員確保をしっかり取り組んでいきたい。

学校運営 ・教育目標、重点目標をすべての教育活動を通して達成する
・グランドデザインのもと、重点目標達成に向け、授業、学校行事、部活動、SSH事業などすべての
教育活動を通して、教職員が努力した。来年に向けてさらなる連携強化を図る。

3.1

・事業予算の適切な執行と校内の施設設備の維持管理を進める
・限られた予算を適切に執行できるよう努めた。施設設備の修繕を進めるとともに、校舎内の整
理整頓が進んだ。

3.3

・保護者、地域、関係機関と双方向的、協働的な関係性を構築する
・PTA活動はおおむね計画通りに進められた。学級懇談会や部活動懇談会を実施したところ
PTA総会への出席率が向上した。HPなどで情報発信がこまめにできた。

3.4
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令和6年度　学校評価報告書

　（１）　すべての授業、探究活動、学校行事、生徒会活動、部活動で生徒、教職員全員が『伸びる　伸ばす』という信念を持って取り組む。

主体的に物事に取り組み、様々な他者とのつながりを通して自らを高め、未来を切り拓くことのでき
る生徒を育てる。

具体的な取り組みと達成状況　・　教職員による自己評価

地域や大学、研究機関との連携による先端的・探究的な学びや、進路希望の実現に向けて主体的に
科目選択ができる単位制による学びを通して、地域や国の未来を切り拓くことができる人材を育成する。

・問題行動等の未然防止、早期発見・早期対応のためにも先生方との情報共
有を密にし、生徒の現状把握ならびに校内で統一感のある生徒指導を行い
たい。小さなSOSを見逃さず、表面化しにくいSNSトラブルなどは安全安心ア
ンケートでカバーするといった方策を続けたい。

・基本的生活習慣の確立、規範意識に対する働きかけが一時的なもので終
わるのでなく、教員間の共通認識をもって継続性のある取り組みにする。
・保健室への来室者増加は今後も予想され、精神的に弱い生徒がいるのは
確かである。校内の各担当の連携による対応を継続するとともに、保護者へ
の理解協力も求めたい。

・今年度入学者選抜では普通科、理数科ともに特色選抜（総合選抜）を行っ
た。益田高校のどのような姿を中学生やその保護者、地域へ向けて発信する
のか模索していく必要がある。
・認定枠におけるＳＳＨ事業の進め方や施設設備、運営経費の面で苦しい状
況にある。引き続き限られた予算の中での学校経営が求められている。
・様々な課題に注力し、コンソーシアム、ＰＴＡ、卒業生会、地域、大学等関係機
関と連携をはかりつつ、学校運営に取り組みたい。

・年々生徒の学力幅が広がっていることは間違いなく、この傾向は今後も続く
ものと思われる。学習に困難さを抱えている生徒や家庭で学習する環境が整
わない生徒が増加傾向にある。生徒それぞれが自分に合った計画の立て方
や学習方法などを身につけ、主体的に学習に取り組んで行けるよう引き続き
支援したい。担任、学年部、教科担当だけでなく、必要に応じてみらいデザイ
ンルーム、特別支援教育コーディネーターとも連携を図りながら進めていきた
い。

・新課程に対応した入試が行われ、より精密な情報収集と適切な情報提供が
進路目標実現に向けて重要となる。アンテナをしっかりと張って、必要な情報
提供と進路支援を行う。入試制度が複雑化し、生徒の進路志望も多様化して
おり、こちらからの情報提供だけでなく、生徒自ら必要な情報を取りに行く力
の育成も考える必要がある。一方で働き方改革の視点からも進路指導体制
全体の見直しを図り、様々な改革を推進する。

・来年度は生徒に手帳を持たせ、それを活用する方向で準備を進める。ソー
シャルスキルや自己管理能力の向上、教員の働き方改革を図る手段としては
かなり有効だと考える。
・定期試験前に学校開放を実施し、毎回延べ５０人程度の利用があった。学
習場所の提供は学力保障につながるので来年度も実施する。
・授業興隆週間は次年度もテーマを設定し行う。
・他校視察（先進校視察）は予算の範囲内で実施を継続したい。

重点目標 分掌別目標(具体的な取り組み)

・ＳＳＨ事業として計画した各学年別の取り組みもそれぞれ概ね計画通りに進めることができてお
り、生徒・保護者アンケートからも肯定的回答が多かった。課題探究や課題研究において外部と
の連携を増やし、各発表会などでしっかりとした発表ができた。グループでの探究・研究活動を通
して他者と協働する力や調整する力を身につけていくことが大事だと説明し、生徒や保護者の理
解を促したい。

・課題探究では、外部（市議会・市役所・地元企業など）との連携を深め、外
部人材による「壁打ち」の機会を増やすなどして、生徒の資質向上を目指す。
課題研究では、外部（大学・県内外SSH指定校・地元企業など）との連携を
強化し、オンラインも活用して外部発表会への参加の機会を確保するなどして
研究内容の深化を図る。
・ＳＳＨ事業の成果の波及として、報道機関への情報提供をこまめに行う。

学校関係者評価　・　意見 次年度へ向けての方針・改善策成果指標

学習指導に
関すること

・生徒の知的好奇心に応え、子供が自ら学び
たいと思える学校であるべきである。

・SSH事業の益田さいえんすたうんや地域巡
検などを通して、地域とのつながりを意識し、
夢の実現を目指してほしい。地元の企業とし
ても刺激になるし、協力を惜しまない。

・生徒の多様化へ対応するものの、地域の進
学校として旗を降ろさないようにしてほしい。
地域に根差した生徒をきちんと育てている。

・様々な経験をもとに、どのような時にどのよう
に考えるか、物事に対して粘り強くポジティブ
に捉えられるような指導をしてほしい。

・壁にぶつかり、乗り越えたときに豊かな人間
性やたくましさが身につく。厳しい場を与える
ことも必要である。

・多くの取り組みを通して自分たちはどのよう
にして社会に貢献していくかを考え、選択でき
るような生徒を育成してほしい。

・益田高校の良さや魅力を様々な場面や機会
で校外に向けてしっかりとアピールし、地域の
中学生や保護者に選んでもらえる学校である
ことを期待する。




